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フェニックスデイサービスセンター 20周年を迎えて

　フェニックスデイサービスセンターはいきいきとした時
間を過ごすために、個性を大切にし、楽しく交流できる環
境を提供します。
　お一人お一人の状況を把握し、日常生活への自立支援を
目指し、充実した１日が過ごせるようお手伝い致します。

（　フェニックスデイサービスセンター基本理念　）

　20年目を迎え、これまでのご利用者は延30万名をこえ、地
域の皆様とともに、高齢者福祉・障害者福祉に取り組んでま
いりました。
　フェニックスデイサービスセンターでは、いきいきとした
時間を過ごして頂ける環境作りや、自立支援を目指し、充実
した１日が過ごせるよう、さまざまなサービスに取り組んで
おります。
　現在では、専門のリハビリスタッフ４名を配置し、充実し
たリハビリ設備による個別リハビリの実施や腰痛予防体操・
認知症予防体操等の集団リハビリ体操の実施。
「東行庵」「火の山」といった観光名所や「なし狩り」「み
かん狩り」など季節を感じることのできる屋外移動リハビリ
へ出掛けたりします。更に、温泉を利用したプールを使用し
水中運動療法も行っております。

　楽しく交流できる環境作りでは、A級歌謡講師による歌謡教室・季節の小物や壁飾りの作成といった
趣味の会・ジョイサウンドによるレクリエーション等、選択メニューの充実に取り組んでおります。

　最新の入浴設備（ハーバード浴・リフト浴）による安全・
快適な入浴。個々の身体状況に合わせて入浴することができ
、介護職員による見守りや介助を行っていますので、安心し
て広いお風呂に入浴できます。

～ 癒し・笑いの空間 ～

特殊浴槽 普通浴槽

ジョイサウンド 趣味の会 歌謡教室



車椅子対応のリフト付車輌での送迎も行っています。
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社会福祉法人暁会設立

フェニックスデイサービスセンター開設

訪問入浴開始

市配食サービス事業開始

フェニックスデイサービスセンター増設

フェニックスデイサービスセンター増設

身体障害者デイサービス開設

介護予防支援通所助成事業参加

通所介護予防事業開始

いきいきスイミング開始

フェニックスデイサービスセンター増設

フェニックスデイサービスセンター　本館デイ廃止

障害者デイサービス廃止

訪問入浴休止

介護予防・日常生活支援総合事業移行

フェニックスデイサービスセンター定員変更

定員３５名

定員４５名

定員９０名（本館・新館）

定員９０名

定員９０名

定員９０名（１日デイ）　

定員１５名（午前短時間）　

定員１５名（午後短時間）

定員６５名（１日デイ）　

定員１５名（午前短時間）　

定員１５名（午後短時間）

フェニックスデイサービスセンター２０年のあゆみ

　フェニックスデイサービスでは、他にもご利用者さまの安否確認を兼ねて、管理栄養士による健康に配慮した

献立の食事をお届けする配食サービスなど、自宅で生活する方たちに自立した日常生活が出来るよう、又、ご家

族の身体的・精神的負担の軽減が図れますようにと、職員一同全力で取り組んでおります。　
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第２０回フェニックス夏祭り
２０１７．０８．２６

　8月２６日（土）に第２０回フェニックス夏祭りが開催されました。

今回は、２０周年の記念回ということもあり、例年とは変わった趣向でやろうと考え、綿菓子や

ポップコーンの無料配布や、ゲームの千本引きでは、各方面から景品の協賛を頂いたおかげで、

たくさんのぬいぐるみや玩具を引き当ててもらい、子供たちに喜んでもらうことが出来ました。

　また、今年は浄化槽の工事により駐車台数が激減しましたが、近隣の曽我運送さんのご厚意で、

６０台分の駐車スペースが確保でき、なんとか駐車場問題もクリアできました。

　当日は、午前中まで雨模様だったのが、昼からはカラッと晴天となり、多くの地域の方々に御

参加いただき、喜んで頂けたことは、実行委員の皆さんの苦労が報われたような気がしました。

実行委員並びに、内外のご協力頂いた皆さん本当にありがとうございました。

フェニックス夏祭りを終えて

夏祭り実行委員会　委員長　小川 勝



　しものせき未来創造 job フェアが平成 29 年 8 月 29 日、30 日の 2日間、海峡メッセで開催され、

社会福祉法人暁会と特定医療法人茜会が社会福祉法人と医療法人の代表として参加しました。

　しものせき未来創造 job フェアとは、地元下関の企業・団体をわかりやすく紹介し、中高生等が仕

事の魅力や地域社会との関わりを体験する事の意味やビジョンを描くとともに、下関での就職を意識

させることを目的とした『職業体験イベント』です。

　暁会はパネル展示と DVD 上映を行い、仕事内容の紹介を行いながら、参加者に高齢者疑似体験をし

ていただき、介護の仕事について中高生に向けて発信しました。

　市内の中学生や高校生が学校ごとに順次バスで会場に訪れ、会場は大盛況となっていました。合計

3,000 名を超える中高生が会場を訪れ、暁会のブースでは 2日間で延べ 484 名の中高生や一般参加の

方に高齢者疑似体験をしていただきました。

　この取り組みは、3年間継続することが決まっており、福祉施設で働きたいと思う学生が増えてく

れるきっかけになるとよいと思います。当日協力いただいた職員の皆様も暑い中大変お疲れ様でした。

しものせき未来創造 job フェア　出展

しものせき未来創造 job フェア
２０１７．０８．２９－３０

生活介護事業所フェニックス

藤岡　正利
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グループホーム　一の宮の里
２０１７．０９．０３
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老いを楽しむ会　ケアハウスあかつき
２０１７．０９．１３

９月１３日 (水 )の午後、食堂が演芸ホールへと変身し、入居者のための「老いを楽しむ会」が、

催されました。山口銀行の中野取締役も自らお祝い品を持参、贈呈して下さり翌日の山口新聞に

も掲載していただきました。勝山内日包括センターの３人娘をはじめ、ケアハウスの職員も総出

で『笑 (ｼｮｳ) タイム』と銘打って、様々な笑いを提供しました。キャンディーズ・ピンクレディー・

大相撲 ケアハウス秋場所等々…お腹の皮をねじって、笑いころげてもらいました。

「みんな元気で来年も必ず笑い合いましょう」と約束しての閉幕となったのです。

この日の為に、サービスや受診を変更して参加してくださった方からも「こんなに笑ったのは久

しぶり！参加させてもらって良かった」との声をいただき、ホッと胸をなでおろしました。たく

さんの方々に参加していただきたいが、全員という訳にもいかず、毎年の悩みどころであります。

試行錯誤しながら、来年はもっともっと盛り上がる会にしたいと思っています。

「老いを楽しむ会」
ケアハウスあかつき　
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宝の家 夏祭り
２０１７．０８．０７

平成２９年８月７日（月）に第３回宝の家夏祭りを開催しました。今回で３回目となり、ゲーム・

踊りなど夏祭りの雰囲気を少しでも楽しんで頂ける様、職員皆で協力して準備を行ってきました。

　“祭り”と言えば法被というイメージが強いですが、夏を意識してご利用者・職員全員がアロ

ハシャツを着て、暑い夏が吹き飛ぶ様な雰囲気の中行いました。

　懐かしの曲を歌ったり、魚つりゲームや射的等、普段あまりゲームに参加されない方も笑顔が

見られ楽しんでおられました。そして、職員・ご利用者皆で炭鉱節を踊り、最後は千本釣りを行

いました。おやつにスイカと冷やしぜんざいを食べました。

　皆さん、大変喜ばれ、とても賑やかな中終了しました。今後も、ご利用者が喜ばれるよう行事

の内容を考えていく予定です。

宝の家夏祭り 小規模多機能宝の家　若松 義浩


